
感染者の隔離シェルターとして、あるいは避難所での感染リスク低減シェルターとしても利用可能な多機能シェルター
Multifunction shelter that can be used both as an isolation shelter and as a shelter to reduce the risk of Novel Coronavirus infection 
at indoor evacuation centers

「バリアーキューブ ~Barrier Cube」

新型コロナウイルス感染者の隔離シェルターとして活用で
きるとともに、人が多く密集しやすい災害時避難所で、高
いプライベート性を確保しつつ、感染リスクを低減するシ
ェルターとしても活用できる組立式シェルターです。

Barrier Cube is an isolation shelter for the infected person 
with novel coronavirus, also  used as a closed-off private 
shelter room with a high degree of privacy that can 
effectively reduce the risk of infection by maintaining air 
cleanliness within the shelter through incorporating its 
proprietary air-conditioning technology.

見た目がキューブ形状で非常にシンプルなデザインであり、白色ベースの外観は避難所などの設置
において清潔感、安心感を与える
採光性のあるプラスティック段ボールにて、シェルターを並べても避難所の雰囲気を暗くしないデザ
イン。完全個室型とする事で、個人のプライベート空間を確保
プラスティック段ボールにおける採光性の特性を生かしたある開放的なシェルター空間を実現

シェルターは2畳程度の広さがあり、プラスティック段ボールで外の明かりを感じられるため、閉塞感、
圧迫感を受けにくく、避難所でありながら快適な空間を提供
避難所などに置くシェルターとして、形状が非常にシンプルで、安心して利用できるデザイン

HEPA フィルターを介した給気でシェルター内を陽圧に保つ事で、ウイルスの侵入を低減した室内空間を提供
一方、HEPA フィルターを介した排気で負圧に保つ事で、室内のウイルスを清浄化して屋外へ放出
工具を使用せずに、3分という短時間で 2人で簡単に組み立てられる構造
プラスティック段ボールやアルミ枠を使用する事で、必要最低限の強度を確保しながら本体は非常に軽量

2畳程度の広さがあり、2人程度でも十分なスペースがあり、ストレスを感じにくい快適な環境を提供
またオプションでポータブルベッド、充電式バッテリー、LED照明、緊急アラームを配備可能
HEPA フィルターを介した陽圧制御により、疾患があり、コロナで重症化の危険性がある方の感染リスクを低減
一方、負圧制御により、コロナ感染疑いの方に利用してもらう事で、避難所周囲の方々の感染リスクを低減
プラスティック段ボールの高い採光性により室内での圧迫感を受けにくく、避難所でのストレスを大幅に低減
また高い耐久性、耐薬品性、耐水性などから、除菌スプレーなどで壁の除菌処理が可能
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避難所に複数個のシェルターを設置し、HEPA フィルター付のファンを運転することで、シェル

2種類あるのは、
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シェルター内部空間を換気するファンのみの電力（35W）で清浄な空間を確保

素材に耐久性の高いプラスチック段ボールを採用することで、恒久的に利用が可能

ター室内のみならず、避難所全体の空間を清浄化可能
入口ドアは観音扉で段差のないデザインをしており、ストレッチャーなどをスムーズに搬入可能

コロナ禍と自然災害の重なる避難生活への課題として、三密を防ぎ、大幅にストレスを低減で

安価な素材で、シンプルな構造として、イニシャルコストを抑制
耐久性の高いプラスティック段ボールで構成されているため、繰返し利用が可能
シェルター内部空間を換気するファンのみの電力（35W）で清浄な空間を確保
避難所での利用を考え、バッテリーで利用できる電気容量
シェルターは、各パネルを折り畳んだ形状となっており、破損などをした場合はパネルのみを
取り替えれば何度でも利用が可能
耐久性の高いプラスティック段ボールにアルミ枠で補強することで、各パネルの強度をUP

耐久性の高いプラスティック段ボールにで構成されているため、繰返し利用が可能

きる環境を提供

①組み立て式シェルター
 プラダン製（プラスティック段ボール）
→紙製よりも有利
　・何度でも使える
　・表面に除菌スプレー等可能
　・採光性があり、閉塞感を感じにくい
②HEPA フィルターで濾過した空気を
排出（送風ファン付）
　・室内をマイナス圧化
　　（HEPA 以外からの空気放出を防ぐ）
③ポータブルベッド（折畳式）
④充電式バッテリー
⑤LED照明（取外し携帯可）
⑥非常時点滅ライト・アラーム
　（リモートスイッチ付）
⑦給気フィルター

扇風機または
電気ヒーター設置可

【隔離シェルターとして使用の場合】
（室内に感染者）

機能性
Functionality

構造体はプラスティック段ボールを使用しているため、採光性に優れ
ていて、閉塞感が少なく患者や避難者の不安感を低減することができ
ます。プラスティック段ボールは高い耐久性、耐薬性、耐水性を有し
ており、スプレーなどで除菌して、繰り返し使用することが可能です。

プラスティック段ボールで快適性UP

バリアーキューブは完全個室型であるため、給気口に備えたファン付
きHEPA フィルターの向きを変えるだけで室圧をマイナスもしくはプ
ラスに保つことができます。隔離シェルターの場合は、ファンを排気
として使用することで、シェルター内を負圧に保ちます。避難用の場
合は、給気とすることで陽圧になり、フィルターを設けた給気口以外
からの外気侵入を防ぐことができます。さらに、排気口にもフィルタ
ーを設置しているため、個々のシェルターのろ過機能により避難所と
なる建屋空間全体の空気を清浄にする効果も得ることができます。
＊HEPA フィルターは殺菌仕様タイプに変更することもできます。

HEPA フィルターで感染リスクDOWN

避難所の負担軽減

新型コロナウイルスの感染を恐れて、避難しないという人た
ちが安心して避難できる環境を作ります。また、完全個室型
なので避難所で課題となるプライバシーを守ります。

バリアーキューブは、小さくたたんで備蓄でき、必要な場所
に持ち運んで設置することができます。組み立ては工具も不
要で、大人 2人で約 3 分で完了。非常に軽いので、女性でも
簡単に組み立てができます。１基当たりの消費電力は、 50Hz
で 36W,  60Hz で 38Wと普通の照明程度です。充電式バッテ
リーを備えているので電源が確保しづらい場所でも使用可能
です。

必要な場所に設置できる

社会性・経済性
Sociality & Economic　

外観：1700ｍｍW×2100ｍｍL×1910ｍｍH .
組み立て前は畳一畳分ほどのコンパクトサイズ。約 35kg で小学生高学年の子供くらいの重さ。女性でも組み立てが
可能。プラスティック段ボールは採光性に優れているため、閉塞感や圧迫感は、ほぼ感じない。

②HEPA フィルターで濾過した空気を給気
　・室内をプラス圧化
　（HEPA 以外からの外気の侵入を防ぐ）

プラス圧

排気口

【避難所シェルターとして使用の場合】
（室内へのウイルス侵入防止）

環境・設備
デザイン評価表

マイナス圧

給気口


